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研究成果の概要（和文）：日本列島各地の第四紀以降の堆積物から発見されているニホンザル化石を整理し直し、第四
紀以降、特に更新世のニホンザルの地理的変異と年代変化に関して形態学的な解析をおこなった。特に化石として残り
やすい歯牙や頭骨の形態をＣＴ機器や接触型・非接触型三次元計測器を用いて計測し、3次元データとして蓄積した。
現在これらのデータを統合した解析をおこなっている。
またニホンザルと近縁と考えられている東アジア、特に中国大陸のマカクザルの化石についてもデータ収集を行い、ニ
ホンザルと比較検討しながら、ニホンザルの起源に関する研究を行った。

研究成果の概要（英文）：I examined fossil materials of Japanese macaques (Macaca fuscata) discovered from 
the Quaternary deposits of Japanese archipelago. I performed morphological analyses from the point of view
s of geographical variation and chronological changes of craniodental morphology of Japanese macaques. The
 measurements were performed by using a X-ray computer tomography (CT) machine, a needle scanning system c
omposed of a 3D plotter, and the One-shot 3D Measurement Macroscope. The obtained data were compared with 
the morphological data of extant/extinct macaque specimens of Eastern Asia.
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１．研究開始当初の背景 
 マカクザルの一種であるニホンザル
Macaca fuscata の進化史は未だ不明な点が
多い。ニホンザルの化石資料のほとんどは断
片的なものであり、とくに大部分を占める歯
牙標本では形態的変異が小さいためである。
またニホンザルの化石が石灰岩の洞窟堆積
物あるいは裂罅堆積物から見つかっていて
正確な年代がわからないことも大きな問題
点となっていた。 
 一方、日本列島各地で断片的に見つかって
いたニホンザル化石は、これまでどこに保管
されているか不明なものが多かった。2008
年、京都大学名誉教授の岩本光雄博士が在職
中に収集した日本各地のニホンザル化石や
写真などのデータを研究代表者の高井の研
究室に寄贈した。これらの資料の標本数は 50
点以上に及び、その中の何点かは全身骨格か
らなる。これまでの未発表であった化石標本
も何点か含まれており、貴重な化石資料であ
ることが判明した。ニホンザルの化石資料は
各地の博物館などに分散しており、特に第四
紀のものに関しては基礎的なデータが不完
全なままである。早急なとりまとめと解析が
必要とされていた。 
 
２．研究の目的 
 日本列島に生息するニホンザルの起源と
初期進化について、古生物学的観点から検討
する。ニホンザルの祖先は、中国大陸の化石
マカク類が中期更新世の寒冷期（約 40-50 万
年前）に海水面が低下して日本列島と地続き
になった朝鮮半島を経由して侵入してきた
と考えられている。しかしニホンザルに限ら
ずマカクザルの化石は遊離歯標本がほとん
どであり、こういった化石標本だけではマカ
ク種の同定は非常に難しい。したがって、ニ
ホンザルの起源や進化プロセスに関しては
未だに不明な点が多く、研究も進んでいなか
った。本研究の目的は、日本列島各地の第四
紀以降の堆積物から見つかっているニホン
ザルの化石を整理し直し、形態的特徴に基づ
いて中国大陸の化石種との比較を行い、その
起源について検討することにある。 
 
３．研究の方法 
 京都大学霊長類研究所骨格標本資料室に
保管されている「岩本コレクション」のニホ
ンザル化石標本約 50 点を中心に、日本各地
の遺跡などから発見されている化石標本と
比較検討の上、ニホンザル化石の形態的変異
を検討する。本年度は、日本各地のニホンザ
ル化石の計測データの解析結果を基に研究
のとりまとめを行う。また日本周辺地域（韓
国・中国・台湾など）の更新世以降の遺跡か
ら見つかっていたマカクザル化石との比較
を行い、更新世のニホンザルの進化に関して
古生物学的観点から検討する。 
 ニホンザルの祖先種と想定される化石種
は、主に中国大陸の２種（Macaca robustus

と M. anderssoni）が考えられてきた。両者
の形態的な区別は非常に難しく、同種である
とする研究者も多かった。これまで行った M. 
anderssoniの模式標本の詳しい解析から、両
者が異なる種群に含まれる可能性が強まっ
てきた。これまでに収集した中国大陸や韓国、
台湾などのマカク化石標本との比較を通し
て、ニホンザルの形態的進化について検討す
る。 
 
４．研究成果 
 日本列島各地の第四紀以降の堆積物から
発見されているニホンザル化石を整理し直
し、第四紀以降、特に更新世のニホンザルの
地理的変異と年代変化に関して形態学的な
解析をおこなった。特に化石として残りやす
い歯牙や頭骨の形態をＣＴ機器や接触型・非
接触型三次元計測器を用いて計測し、3 次元
データとして蓄積した。現在これらのデータ
を統合した解析をおこなっている。 
 またニホンザルと近縁と考えられている
東アジア、特に中国大陸のマカクザルの化石
についてもデータ収集を行い、ニホンザルと
比較検討しながら、ニホンザルの起源に関す
る研究を行った。 
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